航空機設計特論　８月３１日提出最終報告書およびパワーポイント 構成案　





2006年7月
Indoor Flying Robot班

表紙

概説

　１）講義の目的、受講対象者、概要（李家）

　２）受講者リスト（李家）

　３）設計概念（李家）

　４）講義・作業日程（李家）

**使用した部品名詳細、設計図、プログラム、使用方法等、すべての情報を報告書に添付する**

１．Design/Build/Test手順のまとめ（担当：　　　）

２．機体構想（この章の総まとめ担当：　　）

　
このロボットの使用目的などの背景とミッション検討（担当：　　）

　
既存機について（担当：　　）
　
システム構想と開発すべき要素、搭載機器（担当：成岡）

３．画像認識（担当：マノート）

４．空間座標の把握（担当：秋山、奥野）

５．ホストコンピュータとプロポ制御（担当：成岡）

６．超音波センサー（担当：三輪、酒井）

７．機上搭載マイコン（担当：成岡）

８．機体制御システム（担当：児玉）

９．機体設計と製作（担当：伊海田、小堀、和田）


設計手順、製作手順、重量、機体仕様、機体三面図

１０．ネットワーク、データ伝送関係（担当：手塚助手）
１１．御殿下体育館での各種動作試験（担当：　　）


1) 6月12日

2) 7月10日


3) 7月18日

4) 7月　　日

１２．飛行試験結果（担当：　　）

１３．まとめ（担当：　　）

設計の結論

　
今後の抱負、反省、次回の学生への引き継ぎ事項….
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